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令和７年度予算に対する
各会派の意見表明

※各会派から提出されたものを原文のとおり掲載しています。

　
令
和
７
年
度
予
算
案
で
は
新
庁
舎
建
設
等

の
特
殊
要
因
を
除
く
と
5.7
％
ア
ッ
プ
の
伸

び
率
と
し
て
過
去
最
大
の
予
算
と
な
り
ま
し

た
。
人
を
基
軸
と
し
て
予
算
編
成
を
磨
き
上

げ
捻
出
し
た
20
億
円
余
の
財
源
を
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
予
算
と
し
て
大
胆
か
つ
重
点
的

に
予
算
を
振
り
分
け
て
お
り
評
価
致
し
ま
す
。

会
派
と
し
て
は
、
来
年
度
予
算
編
成
の
過
程

に
お
い
て
、
区
長
へ
の
予
算
要
望
を
は
じ
め
、

部
課
長
へ
は
、
各
項
目
に
対
す
る
勉
強
会
や

意
見
書
の
提
出
な
ど
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

民
間
喫
煙
所
の
助
成
拡
大
・
子
ど
も
の
食
の

支
援
・
第
１
子
保
育
料
の
無
償
化
・
私
立
幼

稚
園
保
護
者
補
助
金
の
拡
充
・
介
護
職
員
等

住
ま
い
の
支
援
・
73
歯
科
健
診
の
実
施
・

障
害
児
の
通
学
支
援
・
中
学
生
標
準
服
の
無

償
化
な
ど
、
会
派
か
ら
の
要
望
が
多
数
予
算

化
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
で
当
予
算
委
員
会
で

の
理
事
者
答
弁
に
お
い
て
予
算
の
積
算
や
内

訳
説
明
で
未
定
や
今
後
の
検
討
と
の
発
言
が

目
立
ち
審
議
に
疑
念
が
生
じ
た
ケ
ー
ス
が
見

受
け
ら
れ
、
ま
た
プ
レ
ス
発
表
前
の
情
報
漏

洩
も
ル
ー
ル
を
守
っ
て
き
た
議
会
側
と
し
て

は
複
雑
な
心
境
で
あ
り
、
こ
ち
ら
も
執
行
側

と
議
会
側
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
に
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
議
会
と
行
政
の
信
頼
維
持
の

た
め
区
長
を
は
じ
め
と
す
る
執
行
部
、
行
政

サ
イ
ド
の
認
識
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹

底
、
今
後
の
答
弁
を
は
じ
め
と
す
る
議
会
対

応
の
改
善
を
要
望
し
、
意
見
表
明
と
し
ま
す
。

　
公
明
党
の
理
念
で
あ
る
「
生
命
・
生
活
・

生
存
を
最
大
に
尊
重
す
る
人
間
主
義
」
の
具

体
化
、
「
貯
蓄
ゼ
ロ
で
も
不
安
ゼ
ロ
」
の
社

会
を
目
指
す
考
え
方
に
対
し
、
区
長
は
「
弱

者
を
救
う
の
で
は
な
く
弱
者
を
生
ま
な
い
社

会
」
「
人
間
が
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
く

上
で
不
可
欠
な
生
活
の
基
礎
と
な
る
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
所
得
制
限
な
く
全
て
の
人
に
提
供

す
る
」
社
会
を
築
い
て
い
く
、
と
応
え
、
ベ

ー
シ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
論
も
踏
ま
え
編
成
し
提

出
さ
れ
た
予
算
案
に
は
、
会
派
が
取
り
組
ん

で
き
た
所
得
制
限
の
な
い
中
学
校
標
準
服
・

修
学
旅
行
費
、
第
一
子
保
育
料
、
私
立
幼
稚

園
保
護
者
補
助
金
、
給
付
型
大
学
奨
学
金
、

終
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
無
償
化
等
が
計
上
さ

れ
た
他
、
朝
の
児
童
の
居
場
所
確
保
・
朝
食

支
援
、
子
ど
も
・
若
者
の
区
政
参
加
、
高
齢

者
等
住
ま
い
支
援
、
障
が
い
者
生
活
介
護
延

長
、
５
歳
児
健
診
、
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
、

路
上
喫
煙
対
策
、
妊
産
婦
・
高
齢
者
歯
科
健

診
、
避
難
所
機
能
強
化
、
公
共
交
通
、
被
爆

ピ
ア
ノ
演
奏
等
の
事
業
予
算
が
組
ま
れ
た
。

　

予
算
審
査
で
は
、
火
災
対
応
、
道
路
下
空

洞
対
策
、
ト
イ
レ
ト
ラ
ッ
ク
、
高
齢
者
等
見

守
り
・
居
住
支
援
、
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
防

犯
器
材
、
舟
運
広
域
展
開
、
学
校
給
食
・
標

準
服
と
地
域
取
扱
い
店
、
学
校
改
築
等
に
つ

い
て
指
摘
・
提
案
し
た
。
予
算
執
行
及
び
今

後
の
施
策
展
開
に
向
け
真
摯
に
受
け
止
め
、

区
政
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
Ｒ
７
度
予
算
は
当
会
派
の
政
策
要
望
を
取

り
入
れ
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
デ
ジ
タ
ル
商
品

券
等
の
区
内
経
済
の
活
性
化
推
進
、
産
後
ケ

ア
サ
ー
ビ
ス
予
約
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
孤
独

孤
立
対
策
の
推
進
、
認
知
症
検
診
の
対
象
年

齢
の
年
齢
拡
大
等
子
育
て
世
帯
や
高
齢
者
・

障
害
者
の
区
民
生
活
支
援
強
化
、
中
学
校
標

準
服
無
償
化
等
の
学
校
教
育
強
化
、
女
性
や

若
者
な
ど
の
多
様
な
視
点
で
の
災
害
対
策
の

強
化
等
防
災
対
策
強
化
、
公
契
約
条
例
制
定

等
、
特
徴
的
な
施
策
を
盛
り
込
み
、
変
化
の

激
し
い
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、
柔
軟
に
対

応
し
た
積
極
予
算
と
し
た
こ
と
を
評
価
い
た

し
ま
す
。
今
後
も
区
民
福
祉
の
向
上
に
向
け

Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
最
先
端
技
術
の
活
用

や
、
利
便
性
・
効
率
性
向
上
に
つ
な
が
る
デ

ジ
タ
ル
化
の
さ
ら
な
る
推
進
、
産
前
産
後
子

育
て
支
援
の
充
実
、
学
校
教
育
の
充
実
、
障

害
者
福
祉
・
高
齢
者
福
祉
の
充
実
、
地
域
経

済
活
性
化
施
策
の
推
進
、
防
災
対
策
の
強
化
、

環
境
対
策
の
推
進
、
庁
舎
建
て
替
え
、
羽
田

新
ル
ー
ト
問
題
、
多
様
性
の
推
進
、
職
員
人

材
育
成
強
化
、
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
や
ポ
イ

ン
ト
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
な
ど
、
各
課
題
へ
の

積
極
的
な
取
組
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、

当
会
派
所
属
議
員
が
質
問
の
中
で
指
摘
・
提

案
し
た
各
項
目
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
予
算

執
行
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。
今
後
も
引

き
続
き
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
迅
速
か
つ
柔
軟

な
対
応
を
し
て
い
た
だ
く
様
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
自
己
責
任
の
社
会
」
や
こ
れ
ま
で
の
福

祉
削
減
の
歴
代
区
政
を
転
換
し
、
権
利
と
し

て
の
社
会
保
障
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
点
を

評
価
し
、
一
般
会
計
に
賛
成
。

　
教
育
無
償
化
で
は
憲
法
26
条
を
引
き
、

制
服
代
・
修
学
旅
行
費
の
無
償
化
、
大
学
生

の
給
付
型
奨
学
金
。
高
齢
者
・
障
害
者
施
策

で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
検
討
、

補
聴
器
購
入
費
助
成
額
の
２
倍
化
、
入
院
中

紙
お
む
つ
代
の
所
得
制
限
撤
廃
と
増
額
な
ど
、

住
民
運
動
と
共
産
党
の
議
会
論
戦
で
求
め
て

き
た
も
の
が
多
数
実
現
。
子
育
て
支
援
で
も

「
子
育
て
の
社
会
化
が
必
要
」
と
、
第
一
子

の
保
育
料
、
す
ま
い
る
ス
ク
ー
ル
基
本
利
用

料
無
償
化
等
が
実
現
。
ま
た
、
障
害
を
親
の

責
任
と
せ
ず
障
害
児
通
所
施
設
等
の
利
用
料

無
償
化
等
が
盛
り
込
ま
れ
た
事
を
評
価
。
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
は
新
年
度
に
推
進
計
画
が
策

定
さ
れ
る
が
、
更
な
る
前
進
を
期
待
す
る
。

　

区
長
が
述
べ
る
「
構
造
的
課
題
」
「
自
己

責
任
社
会
」
と
は
、
大
企
業
の
利
益
を
優
先

し
福
祉
を
削
減
し
て
き
た
自
公
政
治
が
つ
く

っ
た
も
の
。
共
産
党
は
、
自
民
党
政
治
に
か

わ
る
新
し
い
政
治
を
求
め
る
世
論
の
中
で
品

川
で
始
ま
っ
た
前
向
き
な
流
れ
を
進
め
る
た

め
、
力
を
尽
く
す
。
一
方
、
再
開
発
・
道
路

や
羽
田
新
ル
ー
ト
、
リ
ニ
ア
、
公
務
労
働
者

の
処
遇
、
非
核
平
和
な
ど
、
転
換
や
修
正
が

求
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
厳

し
く
批
判
し
、
た
だ
し
て
い
く
。

　
令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保

険
事
業
会
計
と
、
後
期
高
齢
者
医
療
・
介
護

保
険
・
災
害
復
旧
の
特
別
会
計
の
各
予
算
に

賛
成
し
、
共
産
党
の
予
算
修
正
案
に
反
対
し

ま
す
。
商
売
に
活
気
が
戻
っ
た
も
の
の
、
国

民
大
半
の
収
入
が
増
え
な
い
中
で
、
税
金
や

社
会
保
険
の
負
担
増
、
戦
争
や
異
常
な
円
安

で
光
熱
費
や
物
価
の
高
騰
が
続
き
、
多
く
の

国
民
の
家
計
と
企
業
経
営
は
悪
化
が
続
い
て

い
ま
す
。
買
い
控
え
や
節
約
で
消
費
が
減
少
、

中
小
企
業
は
値
上
げ
出
来
ず
人
手
不
足
と
資

金
難
で
廃
業
や
倒
産
が
増
え
て
い
る
の
で
、

区
は
公
平
な
支
援
を
し
て
頂
き
た
い
。
ま
た

介
護
・
保
育
・
幼
稚
園
関
係
者
の
賃
上
げ
と

労
働
環
境
を
改
善
す
る
と
共
に
、
家
族
が
、

子
ど
も
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
を
、
予
約
な

し
で
何
時
で
も
預
け
ら
れ
る
施
設
の
開
設
を

し
て
頂
き
た
い
。
そ
し
て
羽
田
新
飛
行
ル
ー

ト
の
変
更
と
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
改
善

を
国
に
働
き
続
け
て
頂
き
た
い
。
高
額
所
得

者
に
は
社
会
保
障
費
の
負
担
増
を
お
願
い
し

行
き
詰
ま
る
福
祉
を
支
え
て
頂
き
た
い
。
さ

ら
に
都
が
採
用
す
る
若
手
教
員
や
職
員
を
区

が
独
自
に
採
用
し
、
離
職
ゼ
ロ
を
目
指
す
た

め
に
災
害
待
機
寮
を
増
や
す
べ
き
で
す
。
ま

た
費
用
が
倍
近
く
に
な
っ
た
新
庁
舎
建
設
は

バ
ブ
ル
が
治
ま
る
ま
で
延
長
す
る
と
共
に
、

深
刻
化
す
る
不
登
校
・
い
じ
め
・
教
育
格
差

を
改
善
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
社
会
で
生
き

抜
い
て
行
け
る
教
育
を
す
る
べ
き
で
す
。

　
品
川
区
議
会
日
本
維
新
の
会
は
、
今
回
の

予
算
案
を
先
進
的
な
も
の
と
し
て
高
く
評
価

し
て
お
り
ま
す
が
、
一
方
で
質
疑
の
中
で
い

く
つ
か
の
指
摘
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

第
一
に
、
将
来
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
必
要
性
で
す
。
行
政
運
営
に
お
い
て
は
、

高
齢
者
、
現
役
世
代
の
み
な
ら
ず
、
投
票
権

の
な
い
、
或
い
は
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
い
将

来
世
代
の
事
も
熟
慮
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

　
ま
た
、
各
種
施
策
の
目
的
に
遡
っ
て
議
論

す
る
事
が
重
要
で
す
。
事
業
単
体
で
は
価
値

が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
も
、
根
源
的
な
目

的
・
課
題
を
見
つ
め
直
す
と
事
業
に
対
す
る

見
方
が
変
わ
り
得
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

総
括
質
疑
で
は
、
先
進
的
な
事
業
の
中
に

は
既
存
制
度
と
思
わ
ぬ
形
で
対
立
す
る
も
の

が
あ
る
と
い
う
事
例
を
取
り
上
げ
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
利
用
者
の
声
か
ら
顕
在
化
し
た

懸
念
を
前
向
き
に
政
策
形
成
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
に
活
用
し
て
頂
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

　
そ
の
他
審
議
に
お
い
て
は
、
病
児
保
育
の

拡
充
、
入
学
手
続
き
・
す
ま
い
る
ス
ク
ー
ル

登
録
手
続
き
の
電
子
化
、
児
童
の
長
期
休
業

期
間
中
の
朝
の
居
場
所
確
保
、
区
民
保
養
所

の
見
直
し
、
自
転
車
の
交
通
事
故
予
防
、
標

準
服
の
区
内
共
通
化
等
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

区
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て

検
討
さ
れ
予
算
の
執
行
や
今
後
の
施
策
に
反

映
し
て
頂
く
よ
う
要
望
し
、
品
川
区
議
会
日

本
維
新
の
会
の
意
見
表
明
と
致
し
ま
す
。　
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